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(54)【発明の名称】 ノイズ低減構造およびこれを用いる液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  導電性シールの接触圧力を増加させて、導電
性シールの電気接続性を改善することによって、回路基
板の電磁波障害や電磁波放射をより効果的に低減させる
ノイズ低減構造を提供する。
【解決手段】  液晶表示装置における回路基板に形成さ
れる金属パターン領域と隙間を隔てて前記回路基板に対
向して配置される金属フレームを有し、該金属フレーム
が、前記隙間に挿入される導電性シールに接触して前記
金属パターン領域と電気的に導通し、少なくとも前記導
電性シールと接触する金属フレームの接触面が表面粗さ
Ｒmax値で３～１０μｍに処理されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶表示装置における回路基板に形成さ
れる金属パターン領域と隙間を隔てて前記回路基板に対
向して配置される金属フレームを有し、該金属フレーム
が、前記隙間に挿入される導電性シールに接触して前記
金属パターン領域と電気的に導通し、少なくとも前記導
電性シールと接触する金属フレームの接触面が表面粗さ
Ｒmax値で３～１０μｍに処理されてなることを特徴と
するノイズ低減構造。
【請求項２】  前記導電性シールが圧縮変形して挿入さ
れることを特徴とする請求項１記載のノイズ低減構造。
【請求項３】  前記金属パターン領域が前記回路基板の
グランド配線に接続されることを特徴とする請求項１ま
たは２記載のノイズ低減構造。
【請求項４】  前記回路基板の絶縁領域を挟んで前記金
属パターン領域が複数個形成されることを特徴とする請
求項１、２または３記載のノイズ低減構造。
【請求項５】  前記導電性シールがメッシュ金属、導電
性ゴムまたは金属スプリングを有するガスケットである
ことを特徴とする請求項１、２、３または４記載のノイ
ズ低減構造。
【請求項６】  回路基板と、該回路基板に形成される金
属パターン領域と、フィルム部材を介して前記回路基板
と電気接続される液晶表示パネルと、バックライト光源
と、前記液晶表示パネルの周囲を覆うとともに、隙間を
隔てて前記回路基板に対向して配置される金属フレーム
を有し、該金属フレームが、前記隙間に挿入される導電
性シールに接触して前記金属パターン領域と電気的に導
通し、少なくとも前記導電性シールと接触する金属フレ
ームの接触面が表面粗さＲmax値で３～１０μｍに処理
されてなることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】  前記導電性シールが圧縮変形して挿入さ
れることを特徴とする請求項６記載の液晶表示装置。
【請求項８】  前記フィルム部材が、前記液晶表示パネ
ルに、ピッチ１００μｍ以下の配線で接続されることを
特徴とする請求項６または７記載の液晶表示装置。
【請求項９】  前記金属フレームが、前記バックライト
光源から放射される光を遮光することを特徴とする請求
項６、７または８記載の液晶表示装置。
【請求項１０】  前記金属パターン領域が前記回路基板
のグランド配線に接続されることを特徴とする請求項
６、７、８または９記載の液晶表示装置。
【請求項１１】  前記回路基板の絶縁領域を挟んで前記
金属パターン領域が複数個形成されることを特徴とする
請求項６、７、８、９または１０記載の液晶表示装置。
【請求項１２】  前記導電性シールがメッシュ金属、導
電性ゴムまたは金属製スプリングを有するガスケットで
ある請求項６、７、８、９、１０または１１記載の液晶
表示装置。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明はノイズ低減構造およ
びこれを用いる液晶表示装置に関する。さらに詳しく
は、ＥＭＩ（Electro Magnetic Interference：電磁波
障害）の問題を低減させるために、グランド接続の接触
特性を改善するノイズ低減構造およびこれを用いる液晶
表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】図５に液晶表示装置を備えたパーソナル
コンピュータ（パソコン）の概略図を示す。パソコン１
００の信号線、グランド線および電源線の配線（以下、
信号線群１０１という）は、液晶表示装置１０３に接続
されており、この液晶表示装置１０３は信号線群１０１
とともにケース１０２に収納されている。なお、信号線
群１０１の信号線から伝送される映像信号を液晶表示装
置１０３に印加することにより液晶表示装置１０３の画
像はコントロールされている。
【０００３】高周波ノイズが信号線群１０１を伝送して
機器外部に漏れると、パソコンの誤動作（ＥＭＩ）など
を引き起こしかねない。また、映像信号が伝送される配
線や基板に適切なシールドを施さなければ、これらの配
線や基板自体がアンテナの役割を果たし、これによりＥ
ＭＩを助長させ、外部ノイズに対する性能劣化の排除能
力（イミュニティ）も失わせる。
【０００４】液晶表示装置１０３のノイズ対策について
は、従来からグランド（電位基準点）にあたる液晶表示
装置１０３の金属フレーム１０４にその内部部品（基板
やＩＣ）を電気接続させ、イニュニティ向上やＥＭＩ改
善を図っている。たとえば、映像信号の印加される回路
基板の表面に、グランド電位をもつ複数のグランドパタ
ーンを設け、このグランドパターンと金属フレームを可
撓性を有する導電性シール（ガスケット）を介して電気
的に導通させている。これによって、回路基板のグラン
ド電位は基板の全面にわたり一定に保たれ、回路基板の
イミュニティを高める設計および電磁波を放射するアン
テナ機能を回路基板にもたせない設計が実施されてい
る。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、前記回
路基板と金属フレームとのあいだの電気接続をとる導電
性シール（ガスケット）挿入方式においては、以下の問
題を解決する必要があることが判明した。
【０００６】図６は液晶表示装置を示す要部平面図であ
る（ただし、金属フレームは図示していない）。図７は
図６に示す液晶表示装置のＩＩ－ＩＩ線断面図である。
【０００７】回路基板（ソース回路基板）１１４と金属
フレーム１１２とのあいだに挿入されるガスケット１１
１は可撓性部材である。ガスケット１１１は高さ方向に
圧縮変形され、ガスケット１１１の弾力圧で金属フレー
ム１１２とグランドパターン１１５の両方をガスケット



(3) 特開２００２－１０７６９６

10

20

30

40

50

3
１１１は押し付けている。これにより、金属フレーム１
１２とグランドパターン１１５とのあいだはガスケット
１１１を通じて電気的に導通されている。電気接続の信
頼性に問題があると、接触抵抗が増して電磁波ノイズの
充分な低減が図れない。ここで、電気接触子間の接触圧
力を増加させると、電気接触子の接触抵抗を低減できる
ことが知られている（特開昭５８－１７５２２０号公報
の第５図参照）。
【０００８】液晶表示装置においても同様に、高温およ
び高湿試験時のガスケットの弾性力の劣化や、外部振動
によるガスケットとフレームとのあいだの密着度合の時
間的変化などを考慮すると、両者間の界面の接触圧力を
増加させておくことが電気接続の信頼性向上に重要であ
ると推察される。さらには、接触圧力が低い場合には、
接触圧力の変化に対する接触抵抗の変動を増大させる点
が知られており、これによって、接触部のわずかな圧力
差であっても接触抵抗の製品ばらつきを発生させてしま
うとも考えられる。しかし、前記特開昭５８－１７５２
２０号公報を参酌して見ても、いかにしてガスケットの
接触圧力を増加させるか、その具体的方策を見出し得な
い。
【０００９】そこで、本発明者らは、たとえば、より硬
質のガスケットの使用または大寸法ガスケットの使用よ
ってガスケットの弾性反力を増加させ、これによって高
い接触圧力を得ることが、電磁波ノイズの低減に効果的
であると考えた。しかし、反面および接触圧力の向上を
単にガスケットの硬質度合や形状の改善に依存すると、
つぎのような問題点も懸念される。
【００１０】（１）ＴＣＰ（Tape Carrier Package）と
基板とのあいだの断線
回路基板１１４は、図６～７に示すように、ドライバＩ
Ｃ１１７を搭載したＴＣＰ１１６と呼ばれるフィルムを
介して液晶表示パネル１１８と接続されている。回路基
板１１４とＴＣＰ１１６とのあいだの接続およびＴＣＰ
１１６と液晶表示パネル１１８とのあいだの接続は共
に、高密度な微細配線である。回路基板１１４は可撓性
のない硬質基材であり、ガスケット１１１で回路基板１
１４を不用意に強く押し付けてしまうと、この押し付け
圧の応力は回路基板１１４とＴＣＰ１１６の接続部やＴ
ＣＰ１１６と液晶表示パネル１１８の接続部に集中し、
これらの接続部で配線が断線する可能性がある。
【００１１】（２）バックライト光の光漏れ
金属フレーム１１２は、液晶表示パネル１１８を保持す
る役割とともにバックライト光の光漏れを防止する役割
をもつ。液晶表示パネル１１８周辺において、バックラ
イト光の外部への光漏れを防止するため、金属フレーム
１１２と液晶表示パネル１１８とのあいだのクリアラン
スのスペックは厳しく制限されている。ガスケット１１
１で金属フレーム１１２を強く押すと、金属フレーム１
１２と液晶表示パネル１１８とのあいだのクリアランス
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量Ｌ２は拡大し、光漏れ不良を生じさせてしまう。
【００１２】本発明は、以上の問題点を解決するために
なされたもので、第１の目的は、導電性シールの接触圧
力を増加させて、導電性シールの電気接続性を改善する
ことによって、回路基板の電磁波障害や電磁波放射をよ
り効果的に低減させるノイズ低減構造を得ることであ
る。
【００１３】また、第２の目的は、導電性シールの接触
圧力を増加させて、導電性シールの電気接続性を改善す
ることによって、回路基板の電磁波障害や電磁波放射を
より効果的に低減させると同時に、フィルム部材と液晶
表示パネルとのあいだの接続配線切れおよびバックライ
ト光の光漏れを防止することができる液晶表示装置を得
ることである。
【００１４】
【課題を解決するための手段】本発明のノイズ低減構造
は、液晶表示装置における回路基板に形成される金属パ
ターン領域と隙間を隔てて前記回路基板に対向して配置
される金属フレームを有し、該金属フレームが、前記隙
間に挿入される導電性シールに接触して前記金属パター
ン領域と電気的に導通し、少なくとも前記導電性シール
と接触する金属フレームの接触面が表面粗さＲmax値で
３～１０μｍに処理されてなることを特徴とする。
【００１５】ここで、表面粗さＲmax値は、ＪＩＳ  Ｂ
  ０６０１に準拠する方法で測定されたものを用いる。
【００１６】前記導電性シールが圧縮変形して隙間に挿
入されるのが好ましい。
【００１７】また、前記金属パターン領域が前記回路基
板のグランド配線に接続されるのが好ましい。
【００１８】また、前記回路基板の絶縁領域を挟んで前
記金属パターン領域が複数個形成されるのが好ましい。
【００１９】さらに、前記導電性シールがメッシュ金
属、導電性ゴムまたは金属製スプリングを有するガスケ
ットであるのが好ましい。
【００２０】また、本発明の液晶表示装置は、回路基板
と、該回路基板に形成される金属パターン領域と、フィ
ルム部材を介して前記回路基板と電気接続される液晶表
示パネルと、バックライト光源と、前記液晶表示パネル
の周囲を覆うとともに、隙間を隔てて前記回路基板に対
向して配置される金属フレームを有し、該金属フレーム
が、前記隙間に挿入される導電性シールに接触して前記
金属パターン領域と電気的に導通し、少なくとも前記導
電性シールと接触する金属フレームの接触面が表面粗さ
Ｒmax値で３～１０μｍに処理されてなることを特徴と
する。
【００２１】ここで、表面粗さＲmax値は、ＪＩＳ  Ｂ
  ０６０１に準拠する方法で測定されたものを用いる。
【００２２】前記導電性シールが圧縮変形して隙間に挿
入されるのが好ましい。
【００２３】また、前記フィルム部材が、前記液晶表示
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パネルに、ピッチ１００μｍ以下の配線で接続されるの
が好ましい。
【００２４】また、前記金属フレームが、前記バックラ
イト光源から放射される光を遮光するのが好ましい。
【００２５】また、前記金属パターン領域が前記回路基
板のグランド配線に接続されるのが好ましい。
【００２６】また、前記回路基板の絶縁領域を挟んで前
記金属パターン領域が複数個形成されるのが好ましい。
【００２７】さらに、前記導電性シールがメッシュ金
属、導電性ゴムまたは金属製スプリングを有するガスケ
ットであるのが好ましい。
【００２８】
【発明の実施の形態】以下、添付図面に基づいて、ノイ
ズ低減構造およびこれを用いる液晶表示装置を説明す
る。
【００２９】まず液晶表示装置のモジュール構成につい
て説明する。図１～２に示されるように、回路基板（ソ
ース回路基板）４の表面には、約３ｍｍ×１０ｍｍの面
積をもつ金属膜（Ａｕ膜）がメッキされている。かかる
金属膜パターン領域（以下、グランドパターン５とい
う）は回路基板４の絶縁領域を挟んで複数個形成されて
いるのが好ましい。そして、このグランドパターン５は
回路基板４内のグランド配線（図示せず）と接続されて
いる。
【００３０】一方、回路基板４は、ドライバＩＣ７搭載
のＴＣＰ６を介して、液晶表示パネル８の下部ガラス基
板１６と微細配線（ピッチ約１００μｍ以下）により接
続されている。
【００３１】液晶表示パネル８はステンレス製の上金属
フレーム２（以下、金属フレームという）および下金属
フレーム３で保持されている。ここで、液晶表示パネル
８と下金属フレーム３とのあいだには光拡散板９、レン
ズシート１０、導光板１１および反射層１２が配置され
ており、回路基板４と下金属フレーム３のあいだにはバ
ックライト光源１３と樹脂製保持材１７が配置されてい
る。また、液晶表示パネル８の表示部を視認できるよう
に、金属フレーム２の中央部に開口部１４を設ける。ま
た、光漏れを防止するとともに、バックライト光源１３
から放射された異常光を遮光するため、液晶表示パネル
８の上部ガラス基板１５の周辺が環状の金属フレーム２
で覆われている。上部ガラス基板１５と金属フレーム２
の重畳部において、重畳部の幅Ｌ１は約２ｍｍである。
上部ガラス基板１５と金属フレーム２とのあいだのクリ
アランス量Ｌ２は光漏れ防止の点で重要な設計スペック
である。バックライト光源１３の光は、導光板１１によ
り面状に均一化されたのち、液晶表示パネル８に入射す
る。この入射光は、上下ガラス基板１５、１６間の液晶
（図示せず）および上下ガラス基板１５、１６に貼り付
けた偏光板（図示せず）の光シャッタ機能によって外部
に出射またはシャットアウトされる。
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【００３２】前記回路基板４のグランドパターン５と金
属フレーム２のあいだには、ガスケット１（日本ジッパ
ーチュービング（株）製のシールドフォーム）に代表さ
れる導電性シールが挿入されている。このガスケット１
は、３ｍｍ×５ｍｍ×３．５ｍｍの矩形状のスポンジ材
にメッシュ金属（ポリエステルクロスの表面に銅とニッ
ケルの２層メッキしたもの）を巻き付けたものである。
なお、ガスケット１として、スポンジをメッシュ金属で
巻いたもののほか、たとえば導電性ゴム（金属粉を混入
したゴム）や金属製スプリングを使用してもよい。
【００３３】前記金属フレーム２と回路基板４とのあい
だの隙間は設計上、約１．５ｍｍであり、ガスケット１
の高さは約３．５ｍｍである。よって、金属フレーム２
とグランドパターン５とのあいだにガスケット１を挿入
すると、このガスケット１は約２ｍｍ程度圧縮される。
こうすることにより、ガスケット１は、グランドパター
ン５と密着すると共に、金属フレーム２とも密着し、こ
のガスケット１を介してグランドパターン５と金属フレ
ーム２は電気的に導通する。
【００３４】つぎにガスケット１と金属フレーム２との
あいだの電気接続特性の改善の検証実験について説明す
る。
【００３５】前記金属フレーム２についてガスケット１
との接続面（密着面）を粗面に処理することで、ガスケ
ット１と金属フレーム２とのあいだの接続特性を改善す
るとともに、ガスケット１と金属フレーム２とのあいだ
の電気接続の信頼性も向上させることができることをつ
ぎに示す実験で検証した。
【００３６】まずガスケットと密着するステンレス製の
金属フレームの接続表面を、表面粗さＲmax値＝３μｍ
に処理した金属フレームと表面粗さＲmax値＝１０μｍ
に処理した金属フレームを用いた液晶表示装置と共に、
粗面処理なし（表面粗さＲmax値＝１μｍ）の金属フレ
ームを用いた液晶表示装置を準備した。粗面処理方法と
しては、粗さ＃１５０～１８０の研磨砥石で、導電性シ
ールと接触するステンレス製の金属フレームの接触表面
を粗くするという方法を採用した。なお、前記表面粗さ
は、ＪＩＳ  Ｂ  ０６０１に準拠する表面粗さ測定結果
の最大値Ｒmax値により評価した。
【００３７】前記３種類の液晶表示装置について、放射
ノイズ測定用の電波暗室内（測定用アンテナと液晶表示
装置の距離３ｍ）で、周波数４６．５ＭＨｚによる電磁
波ノイズの強度を測定した。液晶表示装置の製品ごとの
データばらつきを評価するため、表面粗さＲmax値＝１
μｍ、表面粗さＲmax値＝３μｍおよび表面粗さＲmax値
＝１０μｍの液晶表示装置をそれぞれ３個、サンプリン
グ測定した。
【００３８】測定結果を図３に示す。図３において、横
軸は表面粗さＲmax（μｍ）である。また、縦軸はノイ
ズの電磁波強度であり、この単位を電界強度（ｄＢμＶ
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／ｍ）で示している。図３では、電磁波強度データの平
均値（●印）をプロットし、強度データの最大値と最小
値の幅を縦棒で示している。
【００３９】前記実験結果より、表面粗さ３μｍ、１０
μｍについては、粗面処理をしない場合（粗さ１μｍ）
に比べ、電磁波強度の平均値は低減でき、しかもその製
品間のばらつきも改善できるという知見が得られた。
【００４０】たとえば図４（ａ）に示すように、金属フ
レーム２の表面が滑らかであれば、ガスケット１と金属
フレーム２とのあいだの接触領域Ａの全面について、両
者間の接触圧は等しく、その値はガスケット１の圧縮反
力をガスケット１の断面積で除した値にほぼ等しい。こ
れに比べ図４（ｂ）に示すように、金属フレーム２の表
面が粗面であれば、ガスケット１と金属フレーム２との
あいだの接触領域Ｂにおいて、金属フレーム２の凹凸表
面のうち凸部でガスケット１と金属フレーム２とのあい
だの接触圧が局所的に大きくなる。このことによって、
ガスケット１を介して回路基板４のグランドパターン電
位を安定的に定電位（フレーム電位）に保つことを可能
にし、電磁波ノイズの発生を防止できると思われる。
【００４１】よって、金属フレームの表面を粗面にする
と、ガスケットと金属フレームとのあいだの接続特性が
改善し、電磁波強度を低減させることができるととも
に、これの製品間のばらつきも少なくなって接続の信頼
性を向上させることができる。
【００４２】前記表面粗さＲmax値は３μｍ以上あれば
良く、これ以上表面を粗くしても、たとえばＲmax１０
μｍでも電磁波強度の低減効果は同じであり、Ｒmax値
で３～１０μｍのあいだであれば、安定的に電磁波ノイ
ズを排除できることがわかる。なお、表面粗さが大き過
ぎる場合、金属フレームの機械的強度が損なわれやす
い。よって、前記実験結果や金属フレームの強度の維持
という観点から考えて、表面粗さＲmax値は１０μｍ以
下にしておくことが好ましいと言える。
【００４３】本実施の形態では、導電性シールと接触す
る金属フレームの接触面が表面粗さＲmax値で３～１０
μｍに処理されているが、同様の理由により、グランド
パターン面側の表面粗さＲmax値も３～１０μｍにする
ことが望ましいと考えられる。
【００４４】以上説明したとおり、ガスケットと接触す
る回路基板の金属フレームの表面に、粗面処理（Ｒmax
値で３～１０μｍ）を施し、この液晶表示装置をパソコ
ンに搭載させると、パソコンのＥＭＩ対策をより効果的
に行なうことができる。
【００４５】
【発明の効果】請求項１～５にかかわる発明によれば、
導電性シールと金属フレームとのあいだの接続において
金属フレームの接触面を表面粗さＲmax値で３～１０μ
ｍに処理することによって、導電性シールの接触圧力を
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増加でき、この電気接続性を改善したため、回路基板の
電磁波障害や電磁波放射をより効果的に低減するノイズ
低減構造を得ることができる。
【００４６】また、請求項５～１２にかかわる発明によ
れば、導電性シールと金属フレームとのあいだの接続に
おいて金属フレームの接触面を表面粗さＲmax値で３～
１０μｍに処理することによって、導電性シールの接触
圧力を増加でき、この電気接続性を改善したため、回路
基板の電磁波障害や電磁波放射をより効果的に低減する
とともに、高精細化による微細配線（ピッチ約１００μ
ｍ以下）でもフィルム部材と液晶表示パネルとのあいだ
の接続配線切れを防止し、かつバックライト光の光漏れ
を防止することができる液晶表示装置を得ることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の液晶表示装置にかかわる一実施の形態
を示す要部平面図である。
【図２】図１に示すＩ－Ｉ線断面から見られる液晶表示
装置の断面図である。
【図３】ガスケットに接触する金属フレームの表面粗さ
と液晶表示装置より放射するノイズの電磁波強度の関係
を示す図である。
【図４】図４（ａ）はガスケットと表面が粗面でない金
属フレームとのあいだの接触圧を説明する図、図４
（ｂ）はガスケットと表面が粗面である金属フレームと
のあいだの接触圧を説明する図である。
【図５】液晶表示装置を備えたパーソナルコンピュータ
（パソコン）の概略図である。
【図６】従来の液晶表示装置を示す要部平面図である。
【図７】図６に示す液晶表示装置のＩＩ－ＩＩ線断面図
である。
【符号の説明】
１  ガスケット
２  上金属フレーム（金属フレーム）
３  下金属フレーム
４  回路基板
５  グランドパターン
６  ＴＣＰ
７  ドライバＩＣ
８  液晶表示パネル
９  光拡散板
１０  レンズシート
１１  導光板
１２  反射層
１３  バックライト光源
１４  開口部
１５  上部ガラス基板
１６  下部ガラス基板
１７  樹脂製保持材
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